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rence ら(7)は, DNAse処理を施 した白血球抽
出液をセロファン膜を用いて透析 し,その透析
外波成分にも伝達因子が存在することを報告 し
た0-万, Baram ら(8)ら, ヒトの感作細胞抽
出液をカラムクロマ トグラフィーによって分劃
し, Transferfactorを含む分劃について免疫
電気泳動 による 同定実験 を行 った｡ か くの如
く,ヒトに Transferfactorの存することはま
ず確実なのに拘 らず,動物を用いての従来の実
験がいずれも否定的 な結果 に終 っていたこと
は,む しろ生物学上の謎とも云えよう｡1964年,
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師胞裾 iF.波 は pervaporation により濃縮 した後,
PH8･6veronalbufferに対して12時間透析し,一回
の泳動にはpackedcell10ml相当量の柚冊夜(約7.5
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24時間培養した Sarcinaluteaを PH6.5,1/60M 燐
酸接衝生理食塩水に浮沸させ,Coleman比濁計を用
いて略 250Unitとなる様,薗昌を調整した後,溶出











料は FC3(蛋白量 3mg/ml)で 0.004ml/cmを塗布 し
て行なった｡
実 験 成 績
第 1節 Gelfiltrationによる分割実験 :
図2は細胞抽出液 10ml(packedcell10ml相
当量)を SephadexG-200 カ ラムによ り分劃 し
た実験成績 を示す もので ある｡即 ち,図 2の如
くFCl,FC2,FC3及び FC4の 4分劃を得 た｡こ
れら4分劃は夫々 Flodin ら(18)の方法に従 って
血清蛋 白成 分の分布 と比較対照 した結果,その
分子量の大 きさでは FClは血清の 19Smacr0-
globulin分劃, FC2は 7Sツーglobulin及び Aト
bumin分劃 に相 当し,FC 3 は リゾチーム及びこ
れ よ りやや分子量の大 きい蛋 白質を含む分劃,
FC4 は FC3 よ りも更 に小 さい分子量を有す る
物質を含む分割であった｡ Myrvikら(19)C20)は,
ウサギ alveolarmacrophage及び血清l恒こ合
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り成 るものと考えられた. 又 リゾチーム活性
は,透析前に比 し透析後には,外液にその30%
が存在 していた｡従 って,FC3 もその一部は透
析外液に移行 しうるものである｡
表 1に示 した如 く,FCl,FC2,及び FC｡の3
分割はツベルクリン感受性伝達能を欠き, FC3














た 0.15M NaCl液静注群,及び PBS-EDTA静
注群では, 全 く反応は陰性であったので,rec-
ipientにおける 0.T.反復テス トの影響は, こ
の実験に 関する限り皆無 と考えられる｡ 従 っ
昭和41.3 -135-




























































て,FC3静注後 1日目- 3日日に recipientが
明瞭にツベルクリン感受性を獲得 したことは,
FC3の移入 に起関す るものと判定 して差支えな
いと思われ る｡史に注 目すべきことは,伝達 さ











各分割を 夫 々正常 ウサギの 耳静脈に 注射 した
徳,ツベルクリン皮 内反応を直後, 1日目, 3
日目, 7日目及び21日目の 5回にわたって追跡
した結果,表 3に示す様な実験成績を得た｡即
ち,別 々の材料について,各 々1回づつ計 2回
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射 した recipientの皮内反応は注射後 3日目に
陽性となったが,7日目には再び陰性となった｡





ので,本 Transferfactorも α-globulin 分劃
に含まれると考えてよかろう｡尚, リゾチーム
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かったが, この点は Inhibitorの存在を考慮 し
て再検討する必要がある｡
4) 紫外線吸収の特異性 :
図 6は FC3の SephadexG-25による細分劃
(図3)における紫外線吸収曲線である｡ Tube
No.で示 した各溶出部の特異的吸収は, PClに







記 PC2 割分の 吸収と全 く同様のパターンであ
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静 脈 内 投 与 後 の 日 数
後 1 rl 3 【7 7 fl
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った｡本実験では既述の如 く,PCl,PC2共に伝
達能を示 したが,PCl の活性が特に高かった｡然























と思われるo先に,Baram ら(21)は, ヒ ト白血








於ても検討 されねはならぬ 諸点 である｡ 第-
に,antigenが alveolarmacrophage抽出液




























































6) FC3 の活性細分劃 PCl は紫外線吸収を
有 し,280m/Lで最大を示 した.
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